
理
と
お
酒
を
用
意
し
て
く
だ
さ
る

大
野
屋
さ
ん
に
は
頭
下
が
る
ば
か

り
で
す
。
一
方
、「
み
な
源
地
会
」

で
は
工
芸
の
五
月
に
参
加
し
て
、

約
10
回
の
「
水
そ
ば
の
会
」
を
開

く
な
ど
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
ば
処
種
村
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
毎
年
11
月
に
は
「
そ
ば

会
」
を
開
き
、
家
族
同
伴
で
来
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
て
い

る
子
ど
も
は
将
来
、
源
地
地
区
、

第
二
地
区
を
支
え
る
大
事
な
後
継

者
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

す
べ
て
、
大
野
さ
ん
の
御
好
意
に

よ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
会
「
源
友
会
」

は
町
内
を
支
え
「
み
な
源
地
会
」

は
地
区
み
ん
な
の
横
の
つ
な
が
り

を
支
え
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
毎
月
20
日
の
「
み
な
源
地

会
」
で
は
、
美
味
し
い
料
理
と
お

酒
、
大
野
さ
ん
の
笑
顔
が
待
っ
て

い
ま
す
。

　

沢
山
の
地
域
の
若
い
方
々
に
受

け
継
が
れ
今
後
も
長
く
続
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

１
年
前
か
ら
源
智
の
井
戸
掃
除

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
は
一
丁
目
の
有
志
の
方

　

私
の
町
会
・
北
源
地
に
は
町
会

の
公
民
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
会

行
事
は
い
つ
も
大
橋
通
り
の
大
野

屋
さ
ん
を
お
借
り
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

大
野
屋
さ
ん
に
は
私
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
長
年
続

く
二
つ
の
会
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
昭
和
40
年
代
か
ら
60
年
近
く

続
い
て
い
る
北
源
地
町
会
有
志
に

よ
る
「
源
友
会
」。

も
う
一
つ
は
毎
月

20
日
に
行
う
「
み

な
源
地
会
」。
大

野
さ
ん
（
現
北
源

地
町
会
長
）
と
秋

山
さ
ん
（
元
南
源

地
町
会
長
）
の

発
案
で
始
ま
っ

た
「
み
な
現
地
会
」

は
今
年
5 

月
に

は
４
０
０
回
を
迎

え
ま
す
。

　

「
北
・
南
源
地
、

東
源
池
に
ゆ
か
り

の
あ
る
み
ん
な
で

一
緒
に
一
杯
や
ろ

う
」
と
始
ま
り
、

毎
月
、
出
欠
も
取

ら
ず
、
何
人
集
ま

る
か
判
ら
な
い
の

に
、
美
味
し
い
料

々
で
清
掃
を
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
隣
の
町
会
の
方
が
困
っ

て
い
る
＋
時
々
水
を
汲
み
に
行
っ

て
い
た
の
で
「
こ
れ
は
な
ん
と
か

せ
ね
ば
」
と
、
参
加
を
決
め
ま
し

た
。

　

14
名
で
始
め
た
活
動
で
し
た
が

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が

増
え
、
手
持
ち
無
沙
汰
に
な
る
と

き
も
。
４
月
か
ら
は
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
（
そ
れ
で
も

各
グ
ル
ー
プ
20
人
は
い
る
と
い
う

大
所
帯
）
掃
除
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
第
１
土
曜
日
の
グ
ル
ー
プ

に
な
り
ま
し
た
。
暖
か
く
な
っ
て

現在の天神通り

く
る
と
藻
の
増
え
る
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
な
っ
て
掃
除
も
大
変
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
分
き
れ
い
に
な
る

と
達
成
感
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
若
い
方
か
ら
年
配
の

方
ま
で
、
参
加
理
由
も
様
々
で
す

が
「
井
戸
を
き
れ
い
に
し
た
い
」

と
い
う
共
通
意
識
が
あ
る
の
で
毎

回
協
力
し
て
黙
々
と
作
業
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
『
鯛
萬
の
井
戸
』
の
掃

除
（
第
２
土
曜
日
）
に
も
参
加
を

し
て
い
ま
す
。

　

美
味
し
い
水
を
飲
み
続
け
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
井
戸
掃
除
活

動
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

支
え
あ
い
つ
な
ぐ

　
　
　
　
北
源
地
町
会

北
源
地
町
会 

牛
丸
　
一
利

朝
活
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

廣
田
　
純
子

宮
村
町
二
丁
目
町
会
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群
れ
を
な
す

春
告
草
に
繍
眼
児

枝
か
ら
枝
へ

さ
え
ず
り
渡
る

雀
の
遊
ぶ
坪
庭
に
暖

か
い
こ
こ
ち
よ
い
風

が
吹
き
、
メ
ジ
ロ
（
繍

眼
児
）
が
梅
の
木
（
春
告
草
）
に

群
れ
を
な
し
て
や
っ
て
来
て
、
蕾

を
つ
い
ば
み
戯
れ
、
さ
ぁ
ー
と
や

さ
し
い
風
に
乗
り
去
っ
て
い
っ

た
。

貪
欲
な
ヒ
ヨ
ド
リ
は
木
蓮
の
花
芽

を
食
べ
つ
く
し
、
喰
わ
れ
ぬ
よ
う

網
を
掛
け
た
シ
デ
コ
ブ
シ
の
花
芽

を
狙
い
、
網
の
隙
間
か
ら
中
に
飛

び
込
み
、
出
ら
れ
ず
に
ピ
ー
ピ
ー

鳴
き
な
が
ら
バ
タ
つ
く
。

黄
色
い
福
寿
草
が
咲
き
、
椿
が
綺

麗
な
赤
い
花
を
咲
か
せ
、
沈
丁
花

の
甘
い
香
り
が
穏
や
か
な
風
に
乗

り
漂
い
、
陽
春
の
息
吹
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
。

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
、
寒
い
冬

か
ら
春
が
訪
れ
、
生
命
の
充
実
し

て
く
る
風
薫
る
季
節
、
希
望
に
満

ち
た
旅
立
ち
の
時
で
も
あ
る
。

こ
の
３
月
、
第
二
地
区
公
民
館
の

た
め
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

３
人
の
方
が
新
た
な
人
生
の
場
を

求
め
て
春
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
旅

立
っ
て
い
か
れ
た
。

そ
の
公
民
館
も
来
年
は
開
館
30
周

年
を
迎
え
る
。
新
し
い
体
制
の
も

と
次
の
ス
テ
ー
ジ
の
風
が
吹
き
始

め
て
い
る
。�

（
村
上
）

井戸の周りも丁寧に清掃しまう

飯
田
町
１
丁
目　
　

林　
　
　

真

飯
田
町
２
丁
目　
　

村
上　

圭
子

小
池
町　
　
　
　

◎
鴻
田　

益
孝

中
条
東
第
１　
　
　

武
井　

一
幸

中
条
東
第
２　
　
　

上
條
千
枝
子

中
条
東
第
３　
　
　

青
柳　

和
代

中
条
東
第
４　
　
　

小
笠
原
利
恵

 

■ 

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

会　

長　
　
　
　
　

寺
嶋　
　

修

副
会
長　
　
　
　
　

井
上
真
由
巳

　

〃　
　
　
　
　
　

千
田　

圭
子

会　

計　
　
　
　
　

丸
山　

悦
雄

 

■ 

公
民
館
五
部
門
委
員

 

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 　

セ
ン
タ
ー
長　
　

 

金
田　

光
弘

 

公
民
館
職
員

　

 

公
民
館
長　
　
　

 

太
田　

賀
夫

　

 

公
民
館
主
事　
　

 

栗
田　

幸
信

　

 

公
民
館
事
務　
　

 

竹
内　

早
苗

　

 

　
　

 

宇
留
賀
美
紀
子

 

福
祉
ひ
ろ
ば

　
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

 　
　
　
　
　
　

 

中
澤　

裕
美

　
　
　

 　
　
　
　
　

 

下
田
よ
し
恵

 

生
活
支
援
員　
　
　

 

中
島　

雅
子

（
運
営
委
員
、
館
報
編
集
委
員
、

図
書
視
聴
覚
委
員
、
体
育
委
員
、

文
化
委
員
）

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

■ 

町
会
長�

（
◎
町
会
連
合
会
長　

〇
同
副
）

南
源
地　
　
　
　
　

三
村　

隆
彦

北
源
地　
　
　
　

〇
大
野　

貴
由

宮
村
町
１
丁
目　
　

伴　
　

吉
宏

宮
村
町
２
丁
目　
　

丸
山　

悦
雄

梅
ヶ
枝
町　
　
　
　

横
山　
　

徹

長
沢
町　
　
　
　
　

堀
田　

裕
一

錦　

町　
　
　
　
　

大
澤　

一
夫

栄　

町　
　
　
　
　

前
川　

信
俊

常
盤
町　
　
　
　

〇
寺
嶋　
　

修

向　

島　
　
　
　
　

北
原　
　

修

天
神
南
小
池
町　
　

横
山
和
日
光

飯
田
町
１
丁
目　
　

大
野　

幸
司

飯
田
町
２
丁
目　

◎
村
上　

重
義

小
池
町　
　
　
　
　

宮
澤　

泰
也

中
条
東
第
１　
　
　

西
村　

好
寛

中
条
東
第
２　
　
　

西　
　

寿
久

中
条
東
第
３　
　

〇
青
柳　
　

茂

中
条
東
第
４　
　
　

川
上　
　

隆 
■ 
町
内
公
民
館
長�

（
◎
会
長　

○
同
副
）

南
源
地　
　
　
　
　

茅
野　

俊
幸

北
源
地　
　
　
　

○
牛
丸　

一
利

宮
村
町
１
丁
目　
　

塚
田　

勝
彦

宮
村
町
２
丁
目　
　

廣
田　

純
子

梅
ヶ
枝
町　
　
　
　

降
籏　

勝
一

長
沢
町　
　
　
　
　

細
田　

良
子

錦　

町　
　
　
　
　

清
水　

末
子

栄　

町　
　
　
　
　

鈴
木　

将
也

常
盤
町　
　
　
　

○
市
川　

英
夫

向　

島　
　
　
　
　

永
田　

洋
子

天
神
南
小
池
町　
　

横
山　

和
明

令
和
８
年
度

地

第

役
区

ニ

員

● 

第
二
地
区
公
民
館 

●

　

第
二
地
区
公
民
館
長
と
し
て
8

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
皆
様
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
何
と
か
職
責
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

感
謝
、
感
謝
、
感
謝
、
感
謝
、

感
謝
で
ご
ざ
い
ま
す
。
公
民
館
の

モ
ッ
ト
ー
は
、「
い
つ
も
元
気
で

に
こ
に
こ
と
」。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
皆
様
に
明
る
く
楽
し
く
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

寂
し
い
で
す
が
、
皆
様
に
お
会

い
で
き
た
こ
と
は
私
の
大
き
な
宝

物
で
す
。
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

桜
満
開
の
季
節
に
第
二
地
区
公

民
館
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
公
民

館
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
に
気
軽
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
絆
が
よ
り
深
ま
る
交
流
の

場
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な

公
民
館
活
動
を
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
皆
様
と
一
緒
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
が
主
役
で
、
公
民

館
職
員
は
皆
様
の
活
動
を
支
え
て

い
く
よ
う
な
公
民
館
運
営
を
し
て

参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前第二地区
公民館長

早 坂   義 導

第二地区
公民館長

太 田   賀 夫

向島
北 原  　修

長沢町
堀 田   裕 一

中条東第四
川 上  　隆

栄町
前 川   信 俊

新
任
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

 新町会長紹介

 新町会長紹介

松 本 市 公 民 館 報 【第二地区版】 第169号④2026（令和８）年５月30日（土）


